
 

 

 

 

 

 

 

二学期のスタート！ 
今日はとびっきりの笑顔と久しぶりで少し照れくさそうな子どもたちに会えて、嬉しさと同時に、元気な姿

に安心しました。真っ黒に日焼けをしたり、夏休みの楽しかった思い出を口々に話したりする子どもたちの姿

から、思う存分長いお休みを満喫してきたことを感じさせてくれました。又、一回りぐっと成長してきたように

も感じます。夏休みは、いつもよりも子どもと過ごす時間が長かったご家庭が多いのではないでしょうか。こ

の機会に、子ども自身とも、子どもの苦手やつけて欲しい力にも向き合って頂き、有意義な時間をお過ごし

いただいたことが子どもたちの姿からうかがえます。ありがとうございました。 

さて、いよいよ 1 年の中で一番長い二学期がスタートしました。二学期をどう過ごすかはスタートダッシュ

にかかっているといっても過言ではないと思います。「夏休み頑張ったことを自信にして、二学期を全力でが

んばるぞ。」と気合十分の子どもたちのやる気を大切にすると共に、私たち担任も気合十二分で臨んでいき

たいと思います。二学期もどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 
※３－１は祖父母参観の授業が書写になるため、参観場所は図工室になります。 

※運動会は 10月 19日（木）、予備日 20日（金）午前中開催です。 
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教科書を配布しました 
 小学国語三下と図画工作３・４年下の教科書を配布しました。記名・乱丁をご確認下さい。小学

国語三下の教科書については、9 月 4 日月曜日に持たせてください。２学期は国語三下の教科書

をはじめに使用します。また、国語三上の教科書も今後引き続き使用しますので、一緒に持たせて

ください。学校で預かっておきます。 

※図画工作３・４年下の教科書は 4 年生になってからの使用になりますので、ご家庭で保管をお

願いします。 

 

道具袋・絵の具セット・習字セット・リコーダーを持たせてください 
 子どもたちが二学期のスタートを気持ち良くきれるよう、道具袋、絵の具セット、習字セットの

中身の確認をお願いします。来週中に少しずつ持ってきてもらう予定です。リコーダーも音楽の授

業までに必ずもたせてください。また、筆箱の中身や持ち物に不要なものがないかの確認も再度合

わせてお願いします。（一学期に気になったものは、定規や赤鉛筆、下敷き忘れ・消しゴムの個数・

鉛筆の削り忘れ・キーホルダーです。） 

 

漢字ノート・算数ノートのご準備をお願いします 
 一学期に使用していた漢字と算数ノートが残り少なくなっています。同じマス目のもの（漢字

84字・算数５ｍｍ方眼）をご家庭でご準備いただきますようお願いします。 

 

体操服は汗や汚れが気になる場合は持ち帰ることとします 
 まだまだ暑い日が続き、汗もたくさんかきます。汗や汚れが気になる場合には持ち帰るようにし

ますので、洗濯をしていただいて翌日持たせてください。間に合わない場合は、それに代わる白い

Tシャツを持たせてください。 

 

熱中症対策 
いつもより多めのお茶を準備してください。できるだけこまめに水分補給できるよう 

声かけをしていきます。また、外では必ず帽子をかぶるように指導します。また、必要

であれば、汗拭きタオル、着替えをもたせてください。 

 

副籍交流について 

滋賀県立新旭養護学校より、二名の児童が学級に一人ずつ交流に来られます。1組は音楽、2組

は図工の学習予定です。副籍交流のねらいには、特別支援学校に通う児童生徒が居住する地域の学

校に副次的な籍を置き、交流や共同活動を通して、学校や地域との結びつきを強め、人とのつなが

りを大切にしようという思いがあります。子どもたちが交流の意義を感じ、有意義な時間となるよ

う努めたいと思います。 


